
甲  南  だ  よ  り (4)

運
動
部
活
動
で
活
動
す
る
高
校
生
に
と

っ
て
、
誰
も
が

一
度
は
憧
れ
る

夢
の
舞
台
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
陸
上
競
技
は
、
七
月
二
十
人
日
か
ら

人
月

一
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
福
井
県
の
９
．
９
８
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
度
の
大
会
は
中
止
で
あ

っ
た
が
、
今
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
高
校
生
に
と

っ
て
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
。
本
校
生
徒
の

「今
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
自
体
の
喜
び
と
、
今
ま

で
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
も
そ

の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。
本
校
か
ら
は
五
名
の
生
徒
が
出
場
権
を
得
た
。

三
年
生

一
名

（棒
高
跳
）、
二
年
生
三
名

（四
〇
〇
Ｍ

・
走
高
跳
）、　
一
年

生

一
名

（棒
高
跳
）
の
精
鋭
達
で
あ
る
。
顧
間
と
し
て
、
本
番
ま
で
に
最

大
限
の
準
備
を
し
て
臨
も
う
と
考
え
、
生
徒
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
大
会

に
挑
ん
だ
。
結
果
的
に
は
、
全
国
大
会
の
高
い
壁
に
跳
ね
返
さ
れ
、
思
う

よ
う
な
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
生
徒
達
は
貴
重
な
経
験
を

積
み
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
大
き
な

財
産
に
な

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
生
徒

が
こ
う
言

っ
た
。
「今
回
は
出
場
す
る
だ

け
で
終
わ

っ
た
。
来
年
は
勝
負
し
に
来
た

い
」
と
。
頼
も
し
い
生
徒
に
恵
ま
れ
、
私

自
身
も
気
を
引
き
締
め
て
、
日
本

一
を
め

ざ
し
来
年
度
の
徳
島
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
備

え
た
い
。
　
　
　
　
（顧
問
　
西
薗
俊
介
）

八
月
四
日
か
ら
六
日
に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

に
鹿
児
島
県
チ
ー
ム
の
副
将
と
し
て
三
宅
翠
子
さ
ん
が
出
場
し
た
。
県
大

会
で
の
個
人
戦
を
勝
ち
抜
い
た
人
名
の
選
手
が
三
校
か
ら
集
い
、
チ
ー
ム

と
し
て
試
合
に
臨
む
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

一
試
合

五
名
の
試
合
が
三
名
に
変
更
さ
れ
て
の
戦
い
と
な

つ
た
。

鹿
児
島
チ
ー
ム
は
日
頃
の
練
習
会
や
試
合
で
気
心
が
わ
か
っ
て
い
る
よ

う
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
、
順
調
に
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
っ
た
。

１６
チ
ー
ム
で
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
戦
で
も
滋
賀
県
を
下
し
て
数
年

ぶ
り
に
準
々
決
勝
に
進
ん
だ
。
準
々
決
勝
の
相
手
は
東
京
チ
ー
ム
。
庄
児

島
で
は
男
子
高
校
生
の
競
技
者
は
少
な
い
が
、
こ
の
試
合
で
は
三
人
中
二

人
が
男
子
生
徒
。
惜
し
く
も
こ
の
男
子
生
徒
二
人
に
負
け
て
し
ま
い
、
ベ

ス
ト
８
で
こ
の
夏
の
大
会
は
終
了
と
な

っ
た
。

三
宅
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と

へ
の
感
謝

を
ま
ず
口
に
し
た
。　
一
年
生
の
と
き
に
大
勢

い
た
三
年
生
の
先
輩
が
卒
部
し
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ

つ
て
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
練
習

も
出
来
な
い
時
期
も
あ

っ
た
が
、
「
今
年
度

は

一
年
生
の
部
員
も
増
え
た
の
で
他
の
甲
南

高
校
の
部
員
と

一
緒
に
全
国
大
会
を
出
場
し

た
い
」
と
希
望
を
語

っ
て
い
る
。

（顧
間
　
大
山
結
花
）

一
月

二
十

五
日
～

三
十
日
、
鹿
児
島
市
天

文
館
の

「屋
根
裏
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（薩
摩
蒸
氣
屋
・

菓

々
子
横

丁

二
階
）」

に
て
開
催
、
美
術
部

・

書
道
部
の

一
年
間
の
活

動
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全

体
が
沈
ん
で
い
る
今
こ

そ
、
芸
術
の
力
で
少
し

で
も
明

る
く

で
き

れ

ば
、
と
い
う
思
い
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

開
催
に
向
け
お
力
添

え
く
だ
さ

っ
た
皆
様
、

お
忙
し
い
中
ご
来
場
く

だ
さ

っ
た
皆
様
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【将
棋
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Ｏ
第
３０
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全
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学
校
文
化
連

盟
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入
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会

個
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戦
女
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ベ
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８
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友
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県
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３
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Ｏ
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３
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０
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・
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塩
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ら

＾
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２
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（
２
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３
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福
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和
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（
１
１
８
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※
書
道
選
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・
硬
筆

の
部

準
大
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重
信
　
・化
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（１
１
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※
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県
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渡
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（１
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４
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※
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【美
術
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】

○
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７２
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児
島
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高
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美
術
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優
秀
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福
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あ
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お

（
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２
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（
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秀
作
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小
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の
ん
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藤
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月
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（１
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【卓
球
部
】

Ｏ
第
４９
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓

球
大
会
県
予
選
会

１
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝上
捨
石
和
伸

（１

１
２
）

【バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

０
令
和
３
年
度
第
５２
回
鹿
児
島
県

高
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
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ボ
ー
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大
会
男
子
　
ベ
ス
ト
１６

女
子
　
ベ
ス
ト
８

【ラ
グ
ビ
ー
部
】

０
第
４４
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

新
入
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
大
会

１０
人
制
の
部
　
第
２
位

【男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

●
第
３０
回
鹿
児
島
県
テ
ニ
ス
協
会

会
長
杯

第
３
位
　
遠
矢
　
有
希

（２
１
７
）

【学
校
教
育
活
動
】

Ｏ
第
２１
回
新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

ニ
席
　
小
牟
田
陽
音

（２
１
１
）

三
席
　
下
唐
湊
　
匠
（１
１
５
）

Ｏ
第
２３
回
南
九
州
市

か
わ
な
べ
肯
の
俳
句
大
会

学
校
賞
　
　
甲
南
高
等
学
校

特
　
選
赤
木
　
美
桜

（１
１
１
）

出
中
　
公
世

（１
１
１
）

山
元
は
る
か

（１
１
８
）

井
手
　
大
輔

（２
１
５
）

志
賀
　
ゆ
い

（２
１
４
）

肥
後
　
未
香

（２
１
８
）

藤
崎
　
琴
子

（３
１
４
）

●
第
６０
回
全
国
高
等
学
校
生
徒

英
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

２
・３
年

の
部
　
人
選

平
山
　
愛
海

（２
１
１
）

●
第
６４
回
鹿
児
島
県

児
童
生
徒
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

特
選堀
脇
晴

一
朗

（１
１
４
）

藤
宮
　
咲
希

（２
１
４
）

橋
本
　
杏
佳

（３
１
５
）

全
国
大
会

（１２
月
～
２
月
）

爾
】

遭餞|

繁
考
，
ガ
で

承
会
を
な
た
に

第
十

一
睡
美
術

・

書
道
部
展

「花
咲
け
り
」

|■

部
活
動
状
況


